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オルホノド･ダイチン氏の庇護を。

私はわが国がオルホノド･ダイチン氏を難民として認定することを強く希望します。

また万一、難民認定がなされない場合であっても、特別の在留許可が与えられることを切

望いたします。

その理由は以下の通りです。

中華人民共和国は独立･自治を求めるチベット人･ウイグル人･モンゴル人などの少数民

族に対し、容赦ない弾圧を加えており、北京オリンピックが終わった現在、これら少数民族

への締め付けは一層強まり、人権侵害はますます悪化しています。

東京大学でウイグルの歴史文化の研究を行っていたウイグル人、ラビヤ・トフティ氏は

中国に帰国した際に、中国の公安に拉致･拘束されました。拘束されたことについて家族に

一切連絡はなく、トフティー氏は家族も立ち会えない秘密裁判により、国家分裂扇動罪、秘

密漏洩罪未遂で 12年の懲役に処せられました。

2008年 3月チベットでは自由や自治を求めるチベット人が 100人以上殺害され、数千人

にも上る人々が投獄され、多くの者が生死に関わる拷問を受けています。

ダイチン氏はモンゴル人の自由･民主･全権独立を主旨とするモンゴル自由連盟の結成に

積極的に関与し、現在も党幹事長を務めています。そのためダイチン氏を中国に送還した場

合、国家分裂扇動罪等で投獄されるだけでなく、命に関わる処遇を受けることが強く懸念さ

れます。ダイチン氏はまさに「政治的意見を理由に迫害を受ける恐れがあるという十分に理

由のある恐怖（難民の地位に関する条約第 1条A(2)）」を有しています。

このような状況で日本国がダイチン氏を庇護せず、中国に強制送還することは、難民条約

及び、難民の地位に関する議定書に反し、国際社会から受け入れられないだけでなく、自由

と平和･国際的協調を謳う日本国憲法に反するものであって、日本国民としても到底、受け

入れ難いものであります。

私は法務大臣が私達、日本国民の意思を汲み、憲法･条約の理念と個人の尊厳を尊重し、ダ

イチン氏を難民として認定し、ダイチン氏に日本国の庇護を与えることを強く希望し、ここ

に署名いたします。
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